
 

 
                                

今後は，具体的な都市計画決定・変更につながるまちづくりの実施方針（以下，「実施方針」という。）を検討します。まちづくりの方向性の実施方針への展開にあたっては，都市計画において具体化できる事項を対象とします。 

それ以外の手法での実施が必要である事項については，実施方針の検討と並行して別途取り組んでいきます。 

■意向調査から得られた考慮すべき事項 

［道路・交通］ 

・道路基盤の改善の検討 

・歩行者等の安全性を確保するための検討 

［その他］ 

・騒音・大気汚染等への対策の検討 など 

実施方針と並行して，別途取り組むこと 指定用途かい離エリアのまちづくりの方向性の内，実施方針で具体化に取り組むこと 

まちづくりの方向性 実施方針で具体化に向けて検討する事項（例） その他の事業での対応の考え方  
A 

住環境に配慮した 

良好な市街地を 

形成するエリア 

主に住居系の土地利用を踏まえ，現況の土

地利用に配慮しつつ，住環境への影響が大

きい工場や大規模な店舗・事務所，遊戯施

設等の建物用途の立地を抑制することで，

良好な市街地環境の形成を図ります。 

 

B 

周辺の住環境と調和

した沿道環境を 

形成するエリア 

 
幹線道路等沿道の環境を活かした土地利用

を促進しつつ，住環境に影響を及ぼすおそ

れのある施設の用途規制等により良好な沿

道環境の形成を図ります。 

 

C 

工業系土地利用の

操業環境を維持・ 

形成するエリア 

 

周辺の住環境に影響を与える工業系用途以

外の用途（遊戯施設等）を制限するととも

に，工業系用途の操業環境の維持・形成を

図ります。 

 

D 

国３・４・６号線 

沿道エリア 

 
国３・４・６号線の整備にあわせて，幹線

道路の機能と住環境が調和した沿道環境の

形成につながる土地利用の見直しについて

検討を進めます。 

■意向調査から得られた考慮すべき事項 

［道路・交通］ 

・道路基盤の改善の検討 

・通過交通に対する交通規制の検討 

・歩行者等の安全性を確保するための検討 

［緑・景観］ 

・良好な景観の維持・向上の検討 

［その他］ 

・ゆとりある空間の確保の検討 など 

■意向調査から得られた考慮すべき事項 

［緑・景観］ 

・良好な景観の維持・向上の検討 

［その他］ 

・騒音・大気汚染等への対策の検討 など 

国３・４・６号線の整備の促進等 

・優先整備路線※となっている区間の整備の促進等 

※東京都と特別区及び 26 市２町で策定した「東京における都市計画道
路の整備方針（第四次事業化計画）」（平成 28 年３月）において，今
後10年間で優先的に整備すべき路線として位置付けた道路 

工業系用途の操業環境を維持・形成するには… 

特別用途地区，地区計画の指定等による規制すべき建物用途の検討 

・現状の立地状況を考慮した工場，遊戯施設 等 

良好な市街地環境を形成するには… 

特別用途地区，地区計画の指定等による規制すべき建物用途の検討 

・現状の立地状況を考慮した工場，大規模な店舗・事務所，遊戯施設 等 

良好な沿道環境を形成するには… 

特別用途地区，地区計画の指定等による規制すべき建物用途の検討 

・現状の立地状況を考慮した工場 等 

■意向調査から得られた考慮すべき事項 

［道路・交通］ 

・歩行者等の安全性を確保するための検討 

［緑・景観］ 

・緑の保全に関する検討 など 

指定用途かい離エリアでは，住宅が多くなっている現況において準工業地域が指定されていることで，住環境に影響を及ぼすおそれのある

建物用途が住宅に隣接して立地する可能性があります。このため，土地利用に関して，建物用途の規制の見直しを優先的に取り組みます。 

指定用途かい離エリア（東恋ヶ窪一丁目～五丁目の各一部）のまちづくりの方向性の実施方針への展開について（その１） 資料３ 


